
第２回にこにこみかんトーク〔保護者座談会〕

10月28日(月)、今年も今治市から桑原綾子先生をお迎

えして、座談会を開催しました。

参加者の感想の一部を紹介します。

〇 とても心に響く会でした。大切なこと、たくさん学

べたし、自分の気持ちも言えてよかったです。

〇 通常クラスがゴールだと思っていましたが、今回の

みかんトークに参加して、考えが変わりました。

〇 自分が悩んでいたことが解決して、とてもよかったです。他の方のお悩

みも自分に役立つことがたくさんあり、とても楽しく勉強できました。

〇 素敵な時間をありがとうございました。たくさんの愛あるお言葉をいた

だいて幸せでした。次回があることも期待しています。

今年度の教育支援室活動状況（１月末現在）

【支援室相談事業】
〇 電話相談 ３２６回
〇 来室相談(療育支援を含む) １３３回
〇 訪問相談 ２１９回
〇 巡回相談(保育所･幼稚園等) １０８回
〇 発達検査 ４９回
〇 カウンセリング ３３回
〇 学級支援(ﾐｭｰｼ゙ｯｸ･ｹｱ) ３回

【いじめ・不登校、特別支援等の実態把握】
〇 定期学校訪問 ３４回
〇 アンケート調査及び結果の分析・公表 ２回
〇 市・各ブロックいじめ対策委員会 １７回

【発達支援に関する講演会】 ６月１５日(土) 参加者 ９１人
演題 「我が子の未来を見据えた子育ての方向性」
講師 野崎晃広氏（四国学院大学社会福祉学部社会福祉学科教授）

【「いじめ根絶」運動標語の募集と啓発活動】
〇 10月 小学校5･6年、中学生を対象に募集
〇 12月 優秀･優良･入選作品の表彰と横断幕掲出

【療育・教育相談】
〇 講師 上岡一世氏（元愛大教授） ５回 １５人
※ 第６回は３月５日(木) 下記参照

【ＳＳＴ(ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸ゙ )】
〇 学校生活スキル・スポーツスキル ４回 ８６人
〇 アートセラピー（芸術療法） １回 １４人
〇 iPad １回 １２人

【ミュージック・ケア】（音楽療法） ５回 ６９人
※ 第６回 ２月８日(土) 10:00～開催予定

【にこにこみかんトーク】(保護者座談会)３回 １５人

【きりんカフェ】 ４回開催
※ 第５回 ２月２８日(金) 10:00～開催予定
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第６回 療育・教育相談(元愛媛大学教授 上岡一世先生)
場 所 保内庁舎３階 教育相談室

日 時 令和２年３月５日(木)
① 13:30～14:20
② 14:30～15:20
③ 15:30～16:20 ←予約済

※ 相談を希望されます方は、
教育支援室まで、お電話ください。

来年度の予定

第１回 ５月１４日(木) 第４回１１月 ５日(木)
第２回 ７月 ９日(木) 第５回 １月１４日(木)
第３回 ９月２４日(木) 第６回 ３月 ４日(木)

新しい年のスタートに当たって

令和２年の新しい年がスタートしました。そして、

新年祝賀の余韻の残る１月11日には「笑顔で広げよう

友達の輪」のテーマの下、第33回小中合同学習発表会

が開催されました。この発表会は、特別支援学級や交

流学級の児童生徒が学習成果を「表現する」大舞台で

す。しかも、ゆめみかん大ホールという大舞台で、大勢の観客の前で表現す

るのですから、子どもたちは大変緊張したことでしょう。教育支援室の療育

事業（ＳＳＴやミュージックケア等）でかかわった子どもたちの姿もありま

した。子どもたちが堂々と表現する姿に成長の節目を感じ、室員全員が感無

量のひとときを過ごすことができました。

さて、今年は、十二支の「子（ね）」の年です。本来は「孳」という字で、

種子の中に新しい生命が兆し始める状態を指しているということです。この

文字の通り、子どもたちの成長の兆しに、一層かかわることのできる教育支

援室でありたいと思います。今年も、どうぞよろしくお願いいたします。

教育支援室長 甲野 正人

「きりんカフェ」のご案内
（登校しづらいお子さんを持つ保護者の会）

お子さんが登校を渋り、休みがちになって悩んでおられる保護者の皆

さん、「きりんカフェ」に参加して、悩みを打ち明けたり、日ごろ思って

いることを出し合ったりして、少しでも心を軽くしませんか。

今回は、お子さんの成長の岐路に立つ進学や進級を前にして、本人は

もちろん、保護者にとっても新たな心配や不安があるのではないかと思

います。同じ悩みを持つ保護者が集い、お茶でも飲みな

がら気軽にお話しませんか。ご参加をお待ちしています。

なお、助言者（おおずふれあいｽｸｰﾙ）を迎える予定でしたが、

都合により出席できなくなりました。ご了承ください。

１ 期 日 令和２年２月２８日(金) 10:00～11:30
２ 会 場 八幡浜市役所保内庁舎
３ 申込み 当日までに、電話またはメールでお申し込みください。

電話 21-6864 ﾒｰﾙｱﾄ゙ ﾚｽ sien1@yawatahama.ed.jp

教育支援室文庫 図書１２冊購入！

裏面に紹介しています教育支援室文庫

に、以下の図書を購入しました。

〇 みんなが輝くために〔梅田真理著〕

〇 発達障害な私の頭の中〔新藤あみ著〕

〇 発達障害のある子どもの性・人間関係の成長と支援〔川上ちひろ著〕

〇 発達障害を改善するメカニズムがわかった！〔鈴木昭平著〕

〇 ＨＳＣの子育てﾊｯﾋﾟー ｱﾄ゙ ﾊ゙ ｲｽHSC〔明橋大二著〕

〇 自立をかなえる！ﾗｲﾌｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸ゙ ｽﾀｰﾄﾌ゙ ｯｸ〔梅永雄二著〕

〇 自立をかなえる！ﾗｲﾌｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実践ﾌ゙ ｯｸ〔梅永雄二著〕

〇 15歳までに始めたい発達障害の子のﾗｲﾌｽｷﾙ･ﾄﾚｰﾆﾝｸ゙ 〔梅永雄二著〕

〇 共感障害・話が通じないの正体〔黒川伊保子著〕

〇 学校でできる！性の問題行動へのケア〔宮口幸治･國分･伊庭･川上著〕

〇 ゲーム依存からわが子を守る本〔花田照久･八木眞佐彦著〕

〇 Ｑ＆Ａでわかる子どものネット依存とゲーム障害〔樋口進著〕

教育支援室だより

第５回ミュージック・ケア

12月７日(土)、親子、スタッフ、講師を含め総勢18名で、今

年度第５回となるミュージック・ケア(ＭＣ)を行いました。

「おなかをポンポン」から、「クルックルッ」「ジャンジャン」「ぎりぎり」

「蜜の味」「空の終列車」「クシコスポスト」「スパニッ

シュコーヒー」「ペルシャの市場」「ＳＨＡＫＥ」「狙い

うち」「道化師のギャロップ」「にじ」、そして最後の「青

春の輝き」まで、動あり静ありのメリハリのある楽しい

ＭＣでした。年に一度のクリスマスバージョン、トーン

チャイム等の音色がとてもきれいに響いていました。



増加傾向にある支援を要する子どもや、家庭・学校をサポートしていきます。
教育支援室（保内庁舎１階） 困ったことがあったら、いつでもご相談ください。

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室） ☆ 八幡浜いじめ110番（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０８９４-２１-６８６４ 月～金 8:30～17:00 ☎ ０１２０-８０５-４１５ 月～金 8:30～17:00

☆ 警察安全相談（八幡浜警察署） ☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会）
☎ ０８９４-２２-０１１０ 24時間受付 ☎ ０１２０-０-７８３１０ 24時間受付

☆ こどもの人権110番（法務局） ☆ 児童相談所全国共通ダイヤル（厚生労働省）
☎ ０１２０-００７-１１０ 月～金 8:30～17:15 ☎ １８９（いちはやく）児童虐待通報電話 24時間受付

本年度のＳＳＴでは、次のとおり４回の活動を行いました。

① ６／ 8 スポーツスキル

② ７／30 生活スキル

③ ８／22 学校生活スキル

④ 12／26 スポーツスキル

ＳＳＴでは、発達に支援の必要な子どもたちが、苦手を克

服し、やる気を引き出す活動を経験しながら必要なコミュニ

ケーション能力を身に付けていくことを目指しています。

第４回のスポーツスキルでは、３チームに分かれて、しっぽ

取りゲームやドッヂビーのゲームをしました。活動を通して、

人がうれしくなるような良い言葉を発するとシールがもらえま

した。「どんまい」「だいじょうぶ」「がんばろう」と、相手のこ

とを思いやる言葉が飛び交い、見ている私たちもとてもいい気

持ちになりました。

学校生活スキルに参加してくれた子どもたち、保護者の皆様、ありがとうございました。そして、スタッフとしてご協力い

ただきました先生方、ありがとうございました。来年度もどうぞよろしくお願いします。

<第４回スポーツスキルの様子>

川之石小学校５年生とみなみ愛媛通園センターとの交流会（10月29日）

今回初めて、川之石小学校の児童と社会福祉法人旭川荘「みなみ愛媛通園セン

ター」の八幡浜分園利用者さんとの交流会を行いました。各利用者さんに可愛く

て面白くて似合う仮装をそれぞれに考えて、完成させていました。あっという間

の楽しい交流の時間となりました。これをきっかけとして、定期的に交流活動を

積み重ねていけるといいなと思います。

交流会を体験した川之石小学校５年生の感想を以下に紹介します。

〇 利用者さん達とおしゃべりはあまりできませんでしたが、とても楽しかった

です。私はＡさんの班でした。Ａさんは思っていることを顔に出しにくいと聞

いていたので、ちょっとした表情の変化に気を付けました。ときどき楽しそうな顔をしてくれてい

たのがうれしかったです。こういう交流を体験したことによって、私は、町やお店で「しょうがい」

のある方に出会ったら、声をかけたり手助けをしたりできるようになりたいと思うようになりまし

た。しょうがい者だからといって、差別するようなことは絶対にしたくないです。

〇 交流会をして、とても楽しかったです。通園センターの利用者さんと初めて出会って、最初は少

しびっくりしたけど、すぐに慣れました。仮装では、自分が仮装して自己紹介することが楽しかっ

たです。利用者さんを仮装することも楽しか

ったです。この交流会をとおして、利用者さ

んとぼくたちはいっしょなんだなと思いました。ぼくは、地域で利用者さんを

見かけたら、お手伝いや気軽に声をかけたいです。また交流会をして、少しで

も利用者さん達との距離を縮めたいです。

〇 私は、通園センターの方と初めて交流するので、上手に話すことができるか

なと不安に思っていました。でも、通園センターの方がすぐに名前を覚えてく

れたり、進んで声をかけてくれたりしたので、すぐ仲良くなることができまし

た。私は、Ｂさんを仮装させました。仮装させていると、Ｂさんはとてもうれ

しそうな顔をしていたので、私もとてもうれしかったです。また、通園センタ

ーの方と交流したいです。

『教育支援室文庫』～新しく図書を購入しました！(表面参照)～

特別支援教育に関するものや子育てに関するものなど、先輩保護者さんから

譲っていただいたり教育支援室で購入したりして集めています。現在、文庫に

置いている本は、市のホームページの「教育支援室」のコーナーに「教育支援

室文庫図書一覧表」として掲載していますので、ぜひご覧ください。

また、本の貸し出しもしていますので、気軽にお立ち寄りください。


